



































表1　内輪式（尾張）と中輪式の比較（山口 (1984: 11f) による）
1拍名詞 3・4拍形容詞終止形 3・4拍一段動詞終止形
1類 2類 3類 1類 2類 1類 2類
内輪式 無核 有核 有核 有核 有核 有核 有核





山口 (1992) では，尾張のように1拍2類名詞や I類一段動詞も有核の内輪式A型と区別して，
形容詞のみ有核の加子母村のタイプを内輪式B型と名付けている。これをまとめると表2のよ
うになるが，ここでは語頭から数えたアクセント核の位置を丸囲み数字で示す（⓪は平板型）。














1拍2類名詞 ① ① ⓪ ⓪ ⓪
3拍 I類一段動詞終止形 ② ⓪（②） ⓪ ⓪ ⓪
4拍 I類一段動詞終止形 ③ ⓪（③） ⓪ ⓪ ⓪
3拍 II類形容詞終止形 ② ②予測 ②予測 ② ⓪






(2016) （以下，『NHK』と略記）で対応するものと並べて示す。なお，山口 (2003) の名古屋は，
I類と II類がすべて同一であるとして同じ型で示されているので，ここでもまとめて示す。また，
アクセント型は全て数字により表に示されているが，語形（語音の配列）はすべて表示されて




語類 I類・II類 I類 II類
語例 赤い・早い 赤い 甘い 早い うまい
名古屋 岡崎 『NHK』 岡崎 『NHK』
A終止 アカ˥イ アカイ= アマイ= ハヤ˥イ ウマ˥イ




C接二 アカ˥イナラ アカイナ˥ラ アマイ˥ナラ
アマ˥イナラ
ハヤ˥イナラ ウマ˥イナラ
D仮定 アカケ˥ヤー アカケ˥リャー アマ˥ケレバ ハヤケ˥リャー ウ˥マケレバ
ウマ˥ケレバ
E未来 アカカロ˥ト アカカロ˥ート ハヤカロ˥ート
F過去 アカカ˥ッタ アカカ˥ッタ アマ˥カッタ ハヤカ˥ッタ ウ˥マカッタ
ウマ˥カッタ
G中止 ア˥カテ アカク˥テ アマ˥クテ ハ˥ヤクテ ウ˥マクテ
ウマ˥クテ
H中接 ア˥カクテモ アカクテ˥モ ハ˥ヤクテモ
I連接 アカナ˥ル? 1) アコー =（ナル）アマクナ˥ル ハ˥ヨーナル ウ˥マクナ˥ル
ウマ˥クナ˥ル



















語類 I類・II類 I類 II類
語例 危ない・少ない 危ない 冷たい 少ない 短い
名古屋 岡崎 『NHK』 岡崎 『NHK』
A終止 アブナ˥イ アブナイ= ツメタイ= スクナ˥イ ミジカ˥イ




C接二 アブナ˥イナラ アブナイナ˥ラ ツメタイ˥ナラ
ツメタ˥イナラ
スクナ˥イナラ ミジカ˥イナラ
D仮定 アブナケ˥ヤー アブナケ˥リャー ツメタ˥ケレバ スクナ˥ケリャー ミジカ˥ケレバ
ミジ˥カケレバ
E未来 アブナカロ˥ト アブナカロ˥ート スクナカロ˥ート
F過去 アブナカ˥ッタ アブナカ˥ッタ ツメタ˥カッタ スクナカ˥ッタ ミジカ˥カッタ
ミジ˥カカッタ
G中止 アブ˥ナテ アブナ˥クテ ツメタ˥クテ スクナ˥クテ ミジカ˥クテ
ミジ˥カクテ
H中接 アブ˥ナクテモ アブナ˥クテモ スクナ˥クテモ
I連接 アブナナ˥ル アブノー =（ナル）ツメタクナ˥ル スクノ˥ーナル ミジカ˥クナ˥ル
ミジ˥カクナ˥ル






































記号 生育地 記号 生育地 記号 生育地
南41f 大藪 精37m 大正 市41m 市之倉
南42m 大藪 精40m 本 市44m 市之倉
南50m 姫 精44m 小田 市45f 市之倉
根38m 根本 共47ma 小名田 市47m 市之倉
根40m 根本 共47mb 高田 滝40m 滝呂
根41m 根本 共47f 高田 滝45m 滝呂
小34m 小泉 養49ma 平野 滝48m 滝呂
小35m 小泉 養49mb 上 笠46m 笠原
小55m 小泉 養52f 生田 笠48f 笠原
池36m 池田 昭34m 田代 笠49m 笠原
池37m 池田 昭41m 錦
池47m 池田 昭48f 錦
調査語の選定方法：できるだけ似た文脈で形容詞が用いられる例文ができるように考慮し













































































土岐川右岸側 82 (71.3%) 33 (28.7%) 115
土岐川左岸側 29 (30.0%) 68 (70.1%) 97
　F過去形は，全員が語幹＋カッタの形であり，共通語と同じである。
　G中止形・H中接形・I連接形・J否定形は，共通語ではすべて「語幹＋ク」を含むが，江端 













ク 引き音* Ø その他
G＿テ　　中止 106 21 109 -クッテ*4，アコテ1，トオクーテ*1
H＿テモ　中接 101 15 112 -クッテモ*3，ウレシューテモ1
I＿ナル　 連接 93 42 105 ミジコーナル*1，ミジコナル*1































赤い 遠い 白い 多い
A終止 ② ①～② ② ①～②
A＇連体 ② ①～② ② ①～②
B接合 ② ①～② ② ①～②
D仮定 ③ ③ ③ ③
F過去 ③ ③ ③ ③
G中止 ①～② ① ①～② ①
H中接 ① ① ① ①
I連接 ④～③～① ③～④～① ④～③～① ③～④～①









































A終止 ③ ③ ③
A＇連体 ③ ③ ③
B接合 ③ ③ ③
D仮定 ④ ④ ④
F過去 ④ ④ ④
G中止 ②～③ ②～③ ②～③
H中接 ②～③ ②～③ ②～③
I連接 ⑤～④ ④～⑤ ⑤・④～②




































いての説明はない。山口 (1984: 13) では動詞ナルが下接するときは「赤く」も「白く」も⓪となると述
べられており，山田 (2003) の記述もアカナ ˥ル（～アコナ ˥ル）であることから，「１」の記述が誤り
であるとみられる。よって，表 3 では「?」を付けたうえで「アカナ ˥ル」としておく。
2）1934 初頭における各校区の自治体区分は岐阜県地域計画局市町村室編『岐阜県市町村合併等経過一覧
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